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彙

　
　報

1

国
語
学
・
国
文
学
研
究
室

　
　
　
講
義
題
目

　
　
平
成
二
十
九
年
度
第
一
学
期

　
　
　
　
文
学
部

国
語
学
講
義
Ⅰ

　
音
訳
漢
字
と
万
葉
仮
名
（
１
）	

髙
　
山

　
倫

　
明

国
語
学
演
習
Ⅰ

　
万
葉
仮
名
の
研
究
（
１
）	

髙
　
山

　
倫

　
明

国
語
学
講
義
Ⅲ

　
日
本
語
文
法
史
研
究
（
１
）	

青
　
木

　
博

　
史

国
語
学
演
習
Ⅲ

　
中
世
語
研
究
（
１
）	
青

　
木

　
博

　
史

国
語
学
講
義
Ⅴ

　
国
語
史
資
料
論
（
辞
書
・
語
彙
集
を
出
発
点
に
）

	

大
阪
大
学

　
岡

　
島

　
昭

　
浩

国
文
学
講
義
Ⅰ

　『
堤
中
納
言
物
語
』
と
物
語
史
Ⅰ	

辛
　
島

　
正

　
雄

国
文
学
演
習
Ⅰ

　『
浜
松
中
納
言
物
語
』
注
釈
Ⅰ	

辛
　
島

　
正

　
雄

国
文
学
講
義
Ⅲ

　
近
世
小
説
と
そ
の
周
辺	

川
　
平

　
敏

　
文

国
文
学
演
習
Ⅲ

　『
伽
婢
子
』
訳
注
と
自
主
研
究
Ⅰ	

川
　
平

　
敏

　
文

国
文
学
演
習
Ⅴ

　
日
本
近
現
代
文
学
研
究	

松
　
本

　
常

　
彦

国
文
学
講
義
Ⅴ

　
上
田
秋
成
の
文
学	

大
阪
大
学

　
飯

　
倉

　
洋

　
一

　
　
　
　
人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論
Ⅲ

　
音
訳
漢
字
と
万
葉
仮
名
（
１
）	

髙
　
山

　
倫

　
明

日
本
古
代
語
史
研
究
Ⅲ

　
古
代
日
本
語
・
日
本
漢
字
音
の
研
究
（
１
）

	

髙
　
山

　
倫

　
明

博
士
演
習

　
古
代
日
本
語
・
日
本
漢
字
音
の
研
究
（
１
）

	

髙
　
山

　
倫

　
明

日
本
語
学
方
法
論
特
論
Ⅲ

　
日
本
語
文
法
史
研
究
（
１
）

	

青
　
木

　
博

　
史

日
本
近
代
語
史
研
究
Ⅰ

　
近
代
語
研
究
の
諸
問
題
（
１
）

	

青
　
木

　
博

　
史

博
士
演
習

　
狂
言
資
料
研
究
（
１
）	

青
　
木

　
博

　
史

日
本
語
学
特
論
Ⅰ

　
国
語
史
資
料
論
（
辞
書
・
語
彙
集
を
出
発
点
に
）

	

大
阪
大
学

　
岡

　
島

　
昭

　
浩

古
代
散
文
論
特
論
Ⅲ

　『
堤
中
納
言
物
語
』
研
究
Ⅰ	

辛
　
島

　
正

　
雄

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究
Ⅲ

　『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
注
釈
Ⅰ

	

辛
　
島

　
正

　
雄

博
士
演
習

　
日
本
中
古
・
中
世
文
学
研
究
の
諸
問
題	

辛
　
島

　
正

　
雄

近
世
文
芸
史
論
特
論
Ⅲ

　
近
世
の
文
学
と
思
想
：
漢
詩
文
を
中
心
と
し
て

	

川
　
平

　
敏

　
文

日
本
近
世
文
学
作
品
研
究
Ⅲ

　
山
岡
元
隣
『
宝
蔵
』
訳
注

	

川
　
平

　
敏

　
文

博
士
演
習

　
近
世
文
学
研
究
の
方
法	

川
　
平

　
敏

　
文

彙

　
報
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2

文
学
研
究

　第
百
十
四
輯

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究
Ⅲ

　
日
本
近
代
文
学
作
品
研
究

	

松
　
本

　
常

　
彦

日
本
文
学
特
論
Ⅰ

　
上
田
秋
成
の
文
学	

大
阪
大
学

　
飯

　
倉

　
洋

　
一

論
文
指
導	

各
　
　
教

　
　
員

　
　
平
成
二
十
九
年
度
第
二
学
期

　
　
　
　
文
学
部

国
語
学
講
義
Ⅱ

　
音
訳
漢
字
と
万
葉
仮
名
（
２
）	

髙
　
山

　
倫

　
明

国
語
学
演
習
Ⅱ

　
万
葉
仮
名
の
研
究
（
２
）	

髙
　
山

　
倫

　
明

国
語
学
講
義
Ⅳ

　
日
本
語
文
法
史
研
究
（
２
）	

青
　
木

　
博

　
史

国
語
学
演
習
Ⅳ

　
中
世
語
研
究
（
２
）	

青
　
木

　
博

　
史

国
文
学
講
義
Ⅱ

　『
堤
中
納
言
物
語
』
と
物
語
史
Ⅱ	

辛
　
島

　
正

　
雄

国
文
学
演
習
Ⅱ

　『
浜
松
中
納
言
物
語
』
注
釈
Ⅱ	
辛

　
島

　
正

　
雄

国
文
学
講
義
Ⅳ

　
17
世
紀
文
芸
の
背
景	
川

　
平

　
敏

　
文

国
文
学
演
習
Ⅳ

　『
伽
婢
子
』
訳
注
と
自
主
研
究
Ⅱ	

川
　
平

　
敏

　
文

国
文
学
演
習
Ⅵ

　
日
本
近
現
代
文
学
研
究	

松
　
本

　
常

　
彦

国
語
学
・
国
文
学
基
礎
演
習

　
日
本
語
学
・
日
本
文
学
研
究
入
門

	

青	

木	

博	

史
・
川	

平	

敏	
文

　
　
　
　
人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論
Ⅳ

　
音
訳
漢
字
と
万
葉
仮
名
（
２
）	

髙
　
山

　
倫

　
明

日
本
古
代
語
史
研
究
Ⅳ

　
古
代
日
本
語
・
日
本
漢
字
音
の
研
究
（
２
）

	

髙
　
山

　
倫

　
明

博
士
演
習

　
古
代
日
本
語
・
日
本
漢
字
音
の
研
究
（
２
）

	

髙
　
山

　
倫

　
明

日
本
語
学
方
法
論
特
論
Ⅳ

　
日
本
語
文
法
史
研
究
（
２
）

	

青
　
木

　
博

　
史

日
本
近
代
語
史
研
究
Ⅳ

　
近
代
語
研
究
の
諸
問
題
（
２
）

	

青
　
木

　
博

　
史

博
士
演
習

　
狂
言
資
料
研
究
（
２
）	

青
　
木

　
博

　
史

古
代
散
文
論
特
論
Ⅳ

　『
堤
中
納
言
物
語
』
研
究
Ⅱ	

辛
　
島

　
正

　
雄

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究
Ⅳ

　『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
注
釈
Ⅱ

	

辛
　
島

　
正

　
雄

博
士
演
習

　
日
本
中
古
・
中
世
文
学
研
究
の
諸
問
題	

辛
　
島

　
正

　
雄

近
世
文
芸
史
論
特
論
Ⅳ

　
17
世
紀
文
芸
思
潮
論	

川
　
平

　
敏

　
文

日
本
近
世
文
学
作
品
研
究
Ⅳ

　
都
の
錦
『
元
禄
大
平
記
』
訳
注

	

川
　
平

　
敏

　
文

博
士
演
習

　
近
世
文
学
研
究
の
方
法	

川
　
平

　
敏

　
文

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究
Ⅳ

　
日
本
近
代
文
学
作
品
研
究

	

松
　
本

　
常

　
彦

論
文
指
導	

各
　
　
教

　
　
員

　
　
　
学
会
・
研
究
室
行
事

○
平
成
二
十
九
年
度
　
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

（
二
〇
一
七
年
六
月
三
日（
土
）於
九
州
大
学
附
属
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
）

文
学
研
究

　
第
百
十
五
輯
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（
研
究
発
表
）

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
語
り
手
の
評
語

	

九
州
大
学
大
学
院
生

　
高

　
木

　
一

　
希

『
住
吉
物
語
』
論
―
三
の
君
の
人
物
造
型
を
中
心
に
―

	

九
州
大
学
大
学
院
生

　
土

　
屋

　
萌

　
子

『
芥
子
園
画
伝
』
の
受
容
を
め
ぐ
る
諸
問
題

	

九
州
大
学
大
学
院
生

　
李

　
　
　
静

　
怡

悉
曇
学
の
音
韻
観
―
「
清
濁
」
を
中
心
に
―

	

九
州
大
学
専
門
研
究
員

　
蛭

　
沼

　
芽

　
衣

近
世
期
の
コ
ソ
に
つ
い
て	
久
留
米
大
学

　
矢

　
毛

　
達

　
之

「
静
」
の
時
代
―
十
七
世
紀
文
芸
思
潮
考
―

	

九
州
大
学

　
川

　
平

　
敏

　
文

『
西
日
本
女
性
文
学
案
内
』
刊
行
ま
で

	

久
留
米
大
学

　
狩

　
野

　
啓

　
子

（
講
演
）

訓
詁
の
埒
外	

九
州
大
学
（
名
）　
今

　
西

　
祐
一
郎

○
平
成
二
十
九
年
度
　
第
六
十
七
回
　
西
日
本
国
語
国
文
学
会

（
二
〇
一
七
年
九
月
九
日
（
土
）
～
一
〇
日
（
日
）

於
九
州
大
学
附
属
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
）

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

学
生
を
そ
だ
て
る
国
語
国
文
学
の
教
育

	

福
岡
女
学
院
大
学

　
二
階
堂

　
　
　
整

	

鹿
児
島
国
際
大
学

　
松

　
尾

　
弘

　
徳

（
研
究
発
表
）

『
今
と
り
か
へ
ば
や
』
女
装
の
男
君
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
―
潜
在
す
る
「
男
性
性
」
と
そ
の
解
放
―

	

九
州
大
学
大
学
院
生

　
田

　
島

　
智

　
弘

『
我
が
身
に
た
ど
る
姫
君
』
に
み
る
中
世
的
表
現
―
擬
古
と
自
立
と
―

	

九
州
大
学
大
学
院
生

　
前

　
川

　
　
　
暁

光
源
氏
の
変
奏
と
し
て
の
『
在
明
の
別
』
の
左
大
臣

	

九
州
大
学
大
学
院
生

　
小

　
松

　
明
日
佳

北
松
方
言
に
お
け
る
小
値
賀
島
藪
路
木
島
方
言
の
特
徴
に
つ
い
て

　
―
『
藪
路
木
島
方
言
集
（
仮
題
）』
を
用
い
た
方
言
記
述
―

	

福
井
工
業
高
等
専
門
学
校

　
門

　
屋

　
飛

　
央

	

（
関
係
者
の
み
）

　
　
　
研
究
室
刊
行
物

○
語
文
研
究
　
第
一
二
二
号
（
二
〇
一
六
年
一
二
月
発
行
）

『
石
清
水
物
語
』
第
三
系
統
伝
本
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

　
―
附
・
石
水
博
物
館
蔵
本
の
位
置
付
け
―	

宮
　
﨑

　
裕

　
子

彙
　
報
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文
学
研
究

　第
百
十
四
輯

『
在
明
の
別
』
読
解
考
―
「
こ
の
君
は
か
り
か
に
こ
も
り
給
て
」
を
中
心
に
―	

	

辛
　
島

　
正

　
雄

○
語
文
研
究
　
第
一
二
三
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
発
行
）

史
実
を
欺
く
『
栄
花
物
語
』
―
巻
五
「
浦
々
の
別
」
に
お
け
る
年
次
設
定
―

	

二
　
宮

　
愛

　
理

宮
沢
賢
治
「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
論
―
面
白
さ
に
注
目
し
た
作
品
解
釈
―

	

河
　
内

　
重

　
雄

○
文
献
探
究
　
第
五
五
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
発
行
）

《
口
絵
・
解
説
》『
着
飾
之
由
来
』（
九
州
大
学
附
属
図
書
館	

雅
俗
文
庫
蔵
）	

	

村
　
上

　
義

　
明

雅
俗
文
庫
蔵
『
着
飾
之
由
来
』
翻
刻
と
解
題

　
付
内
閣
文
庫
蔵

　『
天
保
雑
記
』「
万
国
渡
来
怪
物
」	
村

　
上

　
義

　
明

小
津
久
足
『
難
波
日
記
』
に
つ
い
て
・
付
翻
刻
（
下
）

	

菱
　
岡

　
憲

　
司

西
村
遠
里
『
居
行
子
』
―
解
題
と
翻
刻
―
（
一
）	

吉
　
田

　
　
　
宰

『
児
戯
笑
談
』
解
題
と
翻
刻
（
一
）	

脇
　
山

　
真

　
衣

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
さ
こ
ろ
も
』
解
題
と
翻
刻
（
三
）

	

閻
　
紹	

婕
・
張

　
愚

佐
世
保
市
宇
久
町
平
方
言
の
可
能
形
式
に
つ
い
て	

門
　
屋

　
飛

　
央

○
西
日
本
国
語
国
文
学
　
第
四
号
（
二
〇
一
七
年
七
月
発
行
）

『
古
事
記
』
神
功
皇
后
の
託
宣
に
お
け
る
「
神
帰
」
に
つ
い
て
の
考
察

	

藤
　
崎

　
祐

　
二

老
僧
の
「
ご
り
が
ん
」
と
子
へ
の
ま
な
ざ
し

　
―
上
司
小
剣
「
ご
り
が
ん
」
に
お
け
る
書
き
手
「
私
」
と
言
葉
―

	

安
河
内

　
敬

　
太

水
上
勉
に
お
け
る
仏
教
表
象
の
変
遷
―
―
「
悲
母
観
音
」
受
容
の

　
考
察
か
ら
―	

篠
　
田

　
菜

　
央

	

（
関
係
者
の
み
）

文
学
研
究

　
第
百
十
五
輯

152
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中
国
文
学
研
究
室

　
　
　
講
義
題
目

　
　
平
成
二
十
九
年
度
前
期

　
　
　
　
基
幹
教
育
科
目

文
系
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
科
目
（
文
学
・
言
語
学
入
門
）	

静
　
永

　
教

　
授

　
　
　
　
文
学
部

講
義

　
唐
代
の
讌
と
詩
歌	

静
　
永

　
教

　
授

講
義

　
中
国
白
話
文
学
研
究	

井
　
口

　
講

　
師

演
習

　
千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注	

静
　
永

　
教

　
授

演
習

　
中
国
白
話
小
説
講
読	

井
　
口

　
講

　
師

演
習

　
中
国
語
文
法
研
究	

（
言
語
文
化
研
究
院
）
西

　
山

　
教

　
授

演
習

　
長
生
殿
研
読	
鍾

　
　
　
教

　
師

演
習

　
中
国
文
学
研
究
法

　
　
　
　
　
鍾
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

中
国
語
（
中
級
）
Ⅰ
・
中
国
語
初
歩
Ⅰ

	

（
佐
賀
大
学
）
中
尾
友
香
梨
准
教
授

中
国
語
会
話
Ⅰ
・
中
国
語
作
文
Ⅰ	

鍾
　
　
　
教

　
師

集
中
講
義

　
日
中
の
漢
籍
交
流

	

（
立
命
館
大
学
）
芳
村

　

弘
道

　

教
授

集
中
講
義

　
中
国
語
の
音
声
・
音
韻
研
究

	

（
熊
本
学
園
大
学
）
馮

　
蘊
澤

　
教
授

　
　
　
　
人
文
科
学
府

	

＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

現
代
文
化
論
Ｃ	

静＊

　
永

　
教

　
授

演
習

　
文
選
集
注
楽
府
挽
歌
詩
読
解

　
　
　
　
　
　
　
静

　
永

　
教

　
授

演
習
・
博
士
演
習

　
中
国
文
学
研
究
法

	

鍾
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

論
文
指
導

　
中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題

　
　
　
　
井

　
口

　
講

　
師

論
文
指
導

　
中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題

　
　
　
　
静

　
永

　
教

　
授

　 

平
成
二
十
九
年
度
後
期

　
　
　
　
文
学
部
共
通
科
目

	

＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

人
文
学
基
礎
Ⅱ	

井＊

口
講
師
・
静＊

永
教
授

人
文
学
Ⅰ
・
Ⅱ	

静＊

　
永

　
教

　
授

図
書
・
図
書
館
史	

静＊

　
永

　
教

　
授

　
　
　
　
文
学
部

講
義

　
中
国
白
話
文
学
研
究	

井
　
口

　
講

　
師

演
習

　
千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注	

静
　
永

　
教

　
授

演
習

　
中
国
白
話
小
説
講
読	

井
　
口

　
講

　
師

演
習

　
中
国
語
文
法
研
究	

（
言
語
文
化
研
究
院
）
西

　
山

　
教

　
授

演
習

　
長
生
殿
研
読	

鍾
　
　
　
教

　
師

演
習

　
中
国
文
学
研
究
法	

鍾
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

中
国
語
（
中
級
）
Ⅱ
・
中
国
語
初
歩
Ⅱ

	

（
佐
賀
大
学
）
中
尾
友
香
梨
准
教
授

中
国
語
会
話
Ⅱ
・
中
国
語
作
文
Ⅱ	

鍾
　
　
　
教

　
師

彙
　
報

153



6

文
学
研
究

　第
百
十
四
輯

中
国
文
化
論	

鍾
　
　
　
教

　
師

　
　
　
　
人
文
科
学
府

演
習

　
文
選
集
注
挽
歌
雑
歌
読
解	

静
　
永

　
教

　
授

演
習

　
元
雑
劇
訳
注	

井
　
口

　
講

　
師

演
習
・
博
士
演
習

　
中
国
文
学
研
究
法

	

鍾
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

論
文
指
導

　
中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題	

井
　
口

　
講

　
師

論
文
指
導

　
中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題	

静
　
永

　
教

　
授

　
　
　
学
会
・
研
究
室
行
事

○
中
国
文
藝
座
談
会

第
二
九
一
回
（
二
〇
一
七
年
一
月
二
十
八
日
）
於
教
育
学
部
一
階
会
議
室

李
白
に
お
け
る
長
安
―
―
天
宝
初
年
を
中
心
に
―
―	
孫

　
　
　
亜

　
秋

上
海
図
書
館
所
蔵
黄
丕
烈
校
鈔
本
『
夷
堅
志
』
に
つ
い
て
―
―
通
行
本
の

後
十
巻
の
底
本
に
着
目
し
て
―
―	

潘
　
　
　
　
　
超

亀
井
昭
陽
『
楚
辞
玦
』
の
現
存
す
る
写
本
相
互
の
関
係
に
つ
い
て

	

野
　
田

　
雄

　
史

第
二
九
二
回
（
二
〇
一
七
年
三
月
十
一
日
）
於
文
学
部
四
階
会
議
室

敦
煌
変
文
に
お
け
る
「
東
西
」
の
諸
相

　
　
　
　
　
　
西

　
山

　
　
　
猛

内
閣
文
庫
蔵
『
重
刻
元
本
題
評
音
釈
西
廂
記
』
考	

黄
　
　
　
冬

　
柏

『
捜
神
記
』
に
お
け
る
方
士
故
事
に
つ
い
て	

雁
　
木

　
　
　
誠

第
二
九
三
回
（
二
〇
一
七
年
四
月
八
日
）
於
文
学
部
四
階
会
議
室

唐
代
の
女
流
詩
人
魚
玄
機
の
人
物
像	

	

澤
　
田

　
優

　
子

市
河
寛
斎
と
中
国
唐
宋
の
詩
人
達	

岸
　
本

　
美

　
幸

夏
目
漱
石
の
執
筆
活
動
と
漢
詩
―
―
「
風
」
の
表
現
を
中
心
に
―
―

	

臼
　
本

　
　
　
茜

茅
盾
の
女
性
論
に
つ
い
て	

木
　
原

　
規

　
衣

郁
達
夫
の
「
蔦
蘿
行
」
に
お
け
る
心
理
表
現	

渡
　
邊

　
広

　
子

北
宋
詩
に
お
け
る
墨
竹	

蒙
　
　
　
顕

　
鵬

第
二
九
四
回
（
二
〇
一
七
年
七
月
二
十
九
日
）
於
文
学
部
四
階
会
議
室

電
子
教
材
「
鴻
門
之
会
」
開
発
報
告	

長
谷
川

　
真

　
史

	

栗
　
山

　
雅

　
央

	

種
　
村

　
由
季
子

青
龍
寺
と
い
う
創
造
空
間	

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ツ
ダ

中
国
か
ら
見
た
日
本
古
旧
漢
籍
―
―
『
集
注
文
選
』『
白
氏
文
集
』
を		

例
に
―
―	

静
　
永

　
　
　
健

第
二
九
五
回
（
二
〇
一
七
年
九
月
九
日
）
於
文
学
部
四
階
会
議
室

陶
淵
明
の
農
事
詩
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王

　
　
　
　
　
源

李
白
に
お
け
る
鮑
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
ノ
原

　
怜

　
那

黄
庭
堅
の
墨
竹
創
作
論
に
つ
い
て	

蒙
　
　
　
顕

　
鵬

国
立
国
会
図
書
館
・
哈
仏
燕
京
図
書
館
・
仏
国
立
図
書
館
所
蔵
の
『
封
神

演
義
』
版
本
に
つ
い
て	

岩
　
崎

　
華
奈
子

第
二
九
六
回
（
二
〇
一
七
年
十
一
月
二
十
五
日
）
於
文
学
部
四
階
会
議
室

郭
震
「
宝
剣
篇
」
と
武
則
天
の
嵩
山
封
禅	

種
　
村

　
由
季
子

文
学
研
究

　
第
百
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宋
代
詩
注
の
特
徴
に
つ
い
て

　
―
趙
次
公
杜
詩
注
を
中
心
に
―	

甲
　
斐

　
雄

　
一

九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
『
支
那
小
説
戯
曲
版
画
集
』
編
纂
考

	

稲
　
森

　
雅

　
子

〇
復
旦
大
学
中
国
古
代
文
学
研
究
中
心
二
〇
一
六
年
中
日
日
蔵
漢
籍
研
討

会	

（
二
〇
一
六
年
十
二
月
十
七
日
、
於
中
国
復
旦
大
学
）

王
梵
志
詩
集
在
日
本
―
―
兼
論
山
上
憶
良
与
杜
甫
詩
的
関
係

	

静
　
永

　
　
　
健

〇
台
湾
大
学
九
州
大
学
人
文
学
術
交
流
会
「
从
人
文
学
看
東
亞
」

	

（
二
〇
一
七
年
五
月
六
日
、
於
台
湾
大
学
）

北
平
に
お
け
る
九
州
大
学
の
日
中
学
術
交
流
―
―
目
加
田
誠『
北
平
日
記
』

を
手
が
か
り
に
―
―	
稲

　
森

　
雅

　
子

〇
第
六
十
五
回
九
州
中
国
学
会
大
会
発
表

	

（
二
〇
一
七
年
五
月
十
三
日
～
十
四
日
、
於
佐
賀
大
学
）

知
音
妙
賞
―
―
論
呉
人
対
洪
昇
「
長
生
殿
伝
奇
」
評
点
的
意
義

	

鍾
　
　
　
　
　
東

黄
庭
堅
と
竹	

蒙
　
　
　
顕

　
鵬

〇
九
州
大
学
文
学
部
就
任
講
義

	

（
二
〇
一
七
年
五
月
十
七
日
、
於
箱
崎
文
系
棟
三
〇
一
教
室
）

三
国
故
事
に
仮
託
さ
れ
た
正
邪
の
教
化	

井
　
口

　
千

　
雪

〇
南
京
大
学
域
外
漢
籍
研
究
所
第
二
届
域
外
漢
籍
研
究
国
際
学
術
研
討
会

	

（
二
〇
一
七
年
七
月
一
日
～
二
日
、
於
中
国
南
京
大
学
）

站
在
禹
域
的
角
度
来
看
日
本
古
漢
籍
的
特
徴	

静
　
永

　
　
　
健

〇
三
国
志
学
会
講
演
会
（
京
都
）

	

（
二
〇
一
七
年
九
月
二
日
、
於
龍
谷
大
学
響
都
ホ
ー
ル
）

私
は
な
ぜ
三
国
志
を
研
究
す
る
に
至
っ
た
か
？	

井
　
口

　
千

　
雪

〇
第
二
十
八
回
中
唐
文
学
会
大
会
発
表

	

（
二
〇
一
七
年
十
月
六
日
、
於
山
形
大
学
）

宋
之
問
「
明
河
篇
」
と
初
唐
の
公
主
た
ち	

種
　
村

　
由
季
子

〇
第
六
十
九
回
日
本
中
国
学
会
大
会
発
表

	

（
二
〇
一
七
年
十
月
七
日
～
八
日
、
於
山
形
大
学
）

華
陽
公
主
の
面
影
―
―
白
楽
天
を
め
ぐ
る
永
貞
期
の
青
年
群
像
―
―

	

静
　
永

　
　
　
健

黄
庭
堅
の
墨
竹
創
作
論
に
つ
い
て	

蒙
　
　
　
顕

　
鵬

〇
北
京
大
学
第
一
届
古
典
学
国
際
学
術
研
討
会

	

（
二
〇
一
七
年
十
一
月
十
八
日
～
十
九
日
、
於
中
国
北
京
大
学
）

華
陽
公
主
的
流
風
遺
韻
―
―
兼
談
以
白
居
易
為
代
表
的
永
貞
期
青
年
才
子

群
像
―
―	

静
　
永

　
　
　
健

　
　
　
研
究
室
刊
行
物

〇『
中
国
文
学
論
集
』第
四
十
六
号（
二
〇
一
七
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行
）

宋
之
問
「
明
河
篇
」
と
初
唐
の
公
主
た
ち	

種
　
村

　
由
季
子

彙
　
報
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黄
庭
堅
に
よ
る
蘇
軾
追
悼
の
詩
―
―
「
帰
去
来
兮
辞
」
の
追
和
に
代
わ
る

も
の
―
―	

原
　
田

　
　
　
愛

黄
庭
堅
の
詩
に
お
け
る
枯
木
に
つ
い
て	

蒙
　
　
　
顕

　
鵬

依
詩
讀
史
―
―
廣
州
光
孝
寺
題
詠
述
論
―
―	

鍾
　
　
　
　
　
東

「
青
龍
寺
」
と
い
う
想
像
空
間	

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ツ
ダ

『
東
文
選
』
所
収
の
辞
賦
類
作
品
に
つ
い
て	

栗
　
山

　
雅

　
央

三
種
『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』
異
同
考	

黄
　
　
　
冬

　
柏

明
朝
勲
戚
武
定
侯
郭
氏
と
文
学
―
―
「
諸
葛
の
如
き
」
定
襄
伯
郭
登
―
―

	

井
　
口

　
千

　
雪

徳
聚
堂
刊
文
簡
本
『
封
神
演
義
』
に
つ
い
て	

岩
　
崎

　
華
奈
子

銭
稲
孫
の
私
設
日
本
語
図
書
室
「
泉
寿
東
文
書
庫
」	

稲
　
森

　
雅

　
子

電
子
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
教
材
「
鴻
門
之
会
」
開
発
報
告

	

長
谷
川	

真
史
／
金
子	

晃
介
／
奥
野	
新
太
郎
／
栗
山	

雅
央
／

	

石	

偉
／
種
村	

由
季
子
／
雁
木	
誠
／
井
口	

千
雪

　
　
　
社
会
連
携
事
業

〇
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
九
州
大
学
文
学
部
提
携
講
座
「
今
、
私

が
語
り
た
い
文
学
の
世
界
」

	

（
二
〇
一
七
年
五
月
二
十
日
、
朝
日
Ｃ
Ｃ
福
岡
教
室
）

も
う
い
ち
ど
、
杜
甫
の
詩
を	

静
　
永

　
　
　
健

教
員
免
許
状
（
国
語
科
）
更
新
講
習

	

（
二
〇
一
七
年
八
月
一
日
、
九
大
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
）

中
学
高
校
に
お
け
る
漢
文
教
材
の
再
検
討	

静
　
永

　
　
　
健

　
　
　
人
事
異
動

井
　

口
　

千
　

雪
　
二
〇
一
七
年
四
月
一
日
、
講
師
に
着
任
。

文
学
研
究

　
第
百
十
五
輯
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英
語
学
・
英
文
学
研
究
室

　
　
　
講
義
題
目
（
平
成
二
十
九
年
度
前
学
期
）

　
　
　
　
英
語
学

論
文
指
導

　
論
文
作
成	

西
　
岡

　
教

　
授

論
文
指
導

　
論
文
指
導

　	

大
　
橋

　
教

　
授	

博
士
演
習

　
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
統
語
分
析
研
究	

西
　
岡

　
教

　
授

博
士
演
習

　
認
知
言
語
学
入
門
Ⅰ	

大
　
橋

　
教

　
授

英
語
学
講
義
Ⅰ

　
英
文
法
の
諸
問
題	

西
　
岡

　
教

　
授

英
語
学
演
習
Ⅳ

　
統
語
分
析
・
理
論
入
門	

西
　
岡

　
教

　
授

英
語
学
演
習
Ⅶ

　English	Linguistics	Sem
inar:	Language	and	

H
um

or	

ベ
　

ノ
　

ム
　

教
　

師

英
語
学
演
習
Ⅷ

　English	Linguistics	Sem
inar:	Language	and	

T
aboo	

ベ
　

ノ
　

ム
　

教
　

師

英
語
学
特
論
Ⅰ

　
統
語
論
の
基
礎
Ⅰ	

西
　
岡

　
教

　
授

英
語
学
研
究
Ⅰ

　
統
語
論
研
究
Ⅰ	

西
　
岡

　
教

　
授

英
語
学
研
究
Ⅶ

　
認
知
言
語
学
入
門
Ⅰ	

大
　
橋

　
教

　
授

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅲ

　Cognitive	Sociolinguistics	I	

ベ
　

ノ
　

ム
　

教
　

師

英
会
話
Ⅰ
（
専
攻
生
）　Path	to	Fluency	I	

ベ
　

ノ
　

ム
　

教
　

師

英
語
Ⅴ

　Poetry	

ベ
　

ノ
　

ム
　

教
　

師

英
語
学
講
義
Ⅵ

　
生
成
文
法
と
英
語
史
研
究

	

（
名
古
屋
大
学
）
田
中

　
智
之
教
授

英
語
学
特
論
Ⅷ

　
生
成
文
法
と
英
語
史
研
究

	

（
名
古
屋
大
学
）
田
中

　
智
之
教
授

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導

　
論
文
指
導	

鵜
　
飼

　
教

　
授

博
士
演
習

　T
olkien

研
究	

鵜
　
飼

　
教

　
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅰ

　M
ary	Shelley

研
究	

鵜
　
飼

　
教

　
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅱ

　O
scar	W

ilde

研
究	

鵜
　
飼

　
教

　
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅲ

　Jane	A
usten,	Persuasion

論

	

鵜
　
飼

　
教

　
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅰ

　T
olkien

研
究	

鵜
　
飼

　
教

　
授

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導

　
ア
メ
リ
カ
文
学
論
文
指
導	

小
　
谷

　
教

　
授

論
文
指
導

　
論
文
指
導	

高
　
野

　
准
教
授

博
士
演
習

　W
illiam

	Faulkner	

研
究
１	

小
　
谷

　
教

　
授

博
士
演
習

　W
illiam

	Faulkner

のSanctuary

とT
he Sound and the 

Fury

を
読
む	

高
　
野

　
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅱ

　T
rum

an	Capote

の
短
編
小
説
を
読
む

	

高
　
野

　
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅲ

　
ア
メ
リ
カ
文
学
史
（
19
世
紀
と
小
説
の
発
展
）

	

高
　
野

　
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅶ		Sherw

ood	A
nderson	and	W

inesburg, 
O

hio	

ク
ロ
ン
ツ
教
師

彙
　
報
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ア
メ
リ
カ
文
学
演
習X

III

　N
athanael	W

est	

ク
ロ
ン
ツ
教
師

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅶ

　W
illiam

	Faulkner	

研
究
1	

小
　
谷

　
教

　
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅲ

　H
enry	Jam

es

の
小
説
論	

高
　
野

　
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅲ

　W
illiam

	Faulkner

のSanctuary

とT
he 

Sound and the Fury

を
読
む	

高
　
野

　
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅲ

　John	Edgar	W
idem

an	

ク
ロ
ン
ツ
教
師

英
会
話
Ⅰ
（
専
攻
生
以
外
）　Conversation	I	

ク
ロ
ン
ツ
教
師

英
作
文
Ⅰ

　Com
position	

ク
ロ
ン
ツ
教
師

ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅴ

　V
ladim

ir	N
abokov,	Pale Fire

を
読
む

	
（
京
都
大
学
）
森
慎
一
郎
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅶ

　V
ladim

ir	N
abokov,	Pale Fire

を
読
む

	

（
京
都
大
学
）
森
慎
一
郎
准
教
授

　
　
講
義
題
目
（
平
成
二
十
九
年
度
後
学
期
）

　
　
　
　
英
語
学

論
文
指
導

　
論
文
作
成	

西
　
岡

　
教

　
授

論
文
指
導

　
論
文
指
導	

大
　
橋

　
教

　
授

博
士
演
習

　
統
語
論
研
究
Ⅱ	

西
　
岡

　
教

　
授

博
士
演
習

　
認
知
言
語
学
入
門
Ⅱ	

大
　
橋

　
教

　
授

英
語
学
演
習
Ⅰ

　
統
語
構
造
と
機
能
的
分
析	

西
　
岡

　
教

　
授

英
語
学
演
習
Ⅸ

　English	Linguistics	Sem
inar

：	Linguistic	Construal
	

ベ
　

ノ
　

ム
　

教
　

師

英
語
学
演
習
Ⅹ

　
英
語
統
語
論
入
門	

西
　
岡

　
教

　
授

英
語
学
特
論
Ⅳ

　
統
語
論
の
基
礎
Ⅱ	

西
　
岡

　
教

　
授

英
語
学
研
究
Ⅳ

　
統
語
論
研
究
Ⅱ	

西
　
岡

　
教

　
授

英
語
学
研
究
Ⅷ

　
認
知
言
語
学
入
門
Ⅱ	

大
　
橋

　
教

　
授

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅳ

　Cognitive	Sociolinguistics	II	

ベ
　

ノ
　

ム
　

教
　

師

英
会
話
Ⅱ
（
専
攻
生
）　Path	to	Fluency	II	

ベ
　

ノ
　

ム
　

教
　

師

英
作
文
Ⅱ

　Creative	W
riting	

ベ
　

ノ
　

ム
　

教
　

師

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導

　
　
論
文
指
導	

鵜
　
飼

　
教

　
授

博
士
演
習

　V
irginia	W

oolf,	M
rs D

allow
ay

研
究	

鵜
　
飼

　
教

　
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅲ

　Em
ily	Brontë

論	

鵜
　
飼

　
教

　
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅲ

　Jonathan	Sw
ift

研
究	

鵜
　
飼

　
教

　
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅳ

　Jane	A
usten,	N

orthanger A
bbey

論

	

鵜
　
飼

　
教

　
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅱ

　V
irginia	W

oolf,	M
rs D

allow
ay

研
究

	

鵜
　
飼

　
教

　
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅱ

　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
文
化
・
社
会
的
背
景

	

（
学
習
院
大
学
）
中
野
春
夫
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅷ

　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
文
化
・
社
会
的
背
景

	

（
学
習
院
大
学
）
中
野
春
夫
教
授

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導

　
ア
メ
リ
カ
文
学
論
文
指
導	

小
　
谷

　
教

　
授

文
学
研
究

　
第
百
十
五
輯
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論
文
指
導

　
論
文
指
導	

高
　
野

　
准
教
授

博
士
演
習

　W
illiam

	Faulkner	

研
究
２	

小
　
谷

　
教

　
授

博
士
演
習

　H
enry	Jam

es

の
短
編	

高
　
野

　
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅲ	H

enry	Jam
es

のT
he A

m
erican

を
読
む

	

高
　
野

　
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演X

I
　Ernest	H

em
ingw

ay

のFor W
hom

 the Bell 
T

olls

を
読
む	

高
　
野

　
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅸ

　N
athanael	W

est	

ク
ロ
ン
ツ
教
師

英
米
研
究	

ク
ロ
ン
ツ
教
師

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅷ

　W
illiam

	Faulkner	

研
究
２	

小
　
谷

　
教

　
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅳ

　H
enry	Jam

es
の
小
説
論	

高
　
野

　
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅳ

　H
enry	Jam

es

の
短
編	

高
　
野

　
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅳ

　T
hom

as	Pynchon	
ク
ロ
ン
ツ
教
師

英
会
話
Ⅱ
（
専
攻
生
以
外
）　English	Conversation	II

	

ク
ロ
ン
ツ
教
師

英
語
Ⅵ

　English	Ⅵ
	

ク
ロ
ン
ツ
教
師

　
　
　
学
会
・
研
究
室
行
事

日
本
英
文
学
会
九
州
支
部
第
70
回
大
会
研
究
発
表

 

（
２
０
１
７
年
10
月
　
於
　
長
崎
大
学
）

　
　
　
　
英
語
学

T
he	Syntax	of	Subjunctive	Conditional	Inversion	in	English

	

高
　
場

　
清

　
子

削
除
に
お
け
る
ラ
ベ
ル
の
同
一
性
に
つ
い
て
―Sprouting

分
析
の
問
題

性
と
ラ
ベ
リ
ン
グ
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ	

山
　
本

　
曜
一
郎

over	coffee

と
フ
レ
ー
ム
意
味
論	

石
　
垣

　
恵

　
一

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
文
学

『
虹
』
に
お
け
る
「
不
毛
」	

田
　
島

　
健
太
郎

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
文
学

ゆ
ら
ぎ
の
屋
敷
―
『
七
破
風
の
屋
敷
』
の
ロ
マ
ン
ス
的
再
構
築
―

	

山
　
口

　
晋

　
平

Ernest	J.	Gaines

の
「
ア
メ
リ
カ
人
」
観
―T

he A
utobiography of M

iss 
Jane Pittm

an

の
“Be	A

m
erican

”を
考
え
る	

岡
　
部

　
有

　
紗

　
　
　
　
英
語
学

第
37
回
福
岡
認
知
言
語
学
会（
２
０
１
７
年
９
月
　
於
　
西
南
学
院
大
学
）

フ
レ
ー
ム
意
味
論
と	over	

の
従
事
用
法
－	over	coffee	

を
中
心
に

	

石
　
垣

　
恵

　
一

韓
国
語
の
連
結
語
尾
「-ndul

」
の
分
析	

Y
U

	JO
O

	Y
O

U
N

G

彙
　
報
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イ
ギ
リ
ス
文
学

第
29
回
日
本
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
協
会
研
究
大
会

 

（
２
０
１
７
年
６
月
10
日
　
於
　
京
都
大
学
）

ブ
ル
ー
ム
の
「
適
度
」
な
健
康
志
向	

田
　
中

　
恵

　
理

全
国
高
等
専
門
学
校
英
語
教
育
学
会
第
41
回
研
究
大
会

 

（
２
０
１
７
年
９
月
２
日
　
於
　
京
都
中
小
企
業
会
館
）

JST
S2017

開
催
を
中
心
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
高
専
事
業
取
組
報
告

	

岩
　
下

　
い
ず
み

日
本
英
文
学
会
中
国
四
国
支
部
　
第
70
回
大
会

 

（
２
０
１
７
年
10
月
28
・
29
日
　
於
　
就
実
大
学
）

U
lysses

に
お
け
る
視
覚
芸
術
―
演
劇
と
写
真
を
中
心
に

	
岩

　
下

　
い
ず
み

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
文
学

九
州
ア
メ
リ
カ
文
学
会
第
63
回
大
会（
２
０
１
７
年
５
月
　
於
　
佐
賀
大
学
）  

ラ
イ
オ
ン
と
ユ
ニ
コ
ー
ン
―T

ennessee	W
illiam

s

初
期
作
品
群
に
お
け

るD
.H

.Law
rence

の
残
響
―	

幸
　
山

　
智

　
子

母
娘
関
係
の
ね
じ
れ
―G

od H
elp the Child

を
読
み
解
く

	

河
　
野

　
世
莉
奈

名
前
か
ら
読
むT

he A
utobiography of M

iss Jane Pittm
an

	

松
　
下

　
紗

　
耶

日
本
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
協
会
第
66
回
九
州
支
部
会

 

（
２
０
１
７
年
６
月
　
於
　
北
九
州
市
立
大
学
）

『
七
破
風
の
屋
敷
』
に
見
る
ホ
ー
ソ
ー
ン
の
葛
藤
―
罪
の
歴
史
か
ら
の
逃

避
―	

山
　
口

　
晋

　
平

九
州
ア
メ
リ
カ
文
学
会
９
月
例
会（
２
０
１
７
年
９
月
　
於
　
福
岡
大
学
）

イ
ノ
セ
ン
ス
の
喪
失
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
読
むLight in A

ugust
	

松
　
下

　
紗

　
耶

日
本
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
協
会
第
20
回
大
会

 

（
２
０
１
７
年
10
月
13
日
　
於
　
鹿
児
島
大
学
）

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
「
描
か
な
い
」
南
部
―
『
墓
地
へ
の
侵
入
者
』
に
潜
む

ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の
影	

吉
　
村

　
　
　
幸

日
本
ア
メ
リ
カ
文
学
会
第
56
回
全
国
大
会

 

（
２
０
１
７
年
10
月
　
於
　
鹿
児
島
大
学
）

境
界
線
を
越
え
る
―
イ
ノ
セ
ン
ス
の
喪
失
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
読
む

Light in A
ugust	

松
　
下

　
紗

　
耶

文
学
研
究

　
第
百
十
五
輯
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13

　
　
　
刊
行
物
・
出
版
物
掲
載
論
文

『
九
大
英
文
学
』
第
59
号
（
２
０
１
７
年
３
月
）

　
　
　
　
英
語
学

T
he	Syntax	of	If-Clauses:	Six	Subtypes	of	A

dverbial	If-Clauses
	

高
　
場

　
清

　
子

O
n	Restrictive	Relative	Clauses	in	English	

林
　
　
　
愼

　
将

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
文
学

『
若
い
芸
術
家
の
肖
像
』
に
お
け
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
遊
歩
と
視
覚

	

岩
　
下

　
い
ず
み

『
恋
す
る
女
た
ち
』
に
お
け
る
男
同
士
の
愛	
田

　
島

　
健
太
郎

『
ハ
ワ
ー
ズ
・
エ
ン
ド
』
に
お
け
る
中
産
階
級
の
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス

	

田
　
中

　
雅

　
子

T
he	Pow

er	of	Re-Creation:	T
he	Functions	of	a	Fairy	Story	in	

“Sm
ith	of	W

ootton	M
ajor

”	

渡
　
邉

　
裕

　
子

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
文
学

自
己
の
確
立
へ
―
「
衣
服
」
か
ら
読
むSong of Solom

on
	

河
　
野

　
世
莉
奈

In	Q
uest	of	Poetry:	A

	C
om

parative	Study	of	T
ennessee	

W
illiam

sʼs	

“Plastic	T
heatre

”	and	K
onstantin	Stanislavkiʼs	A

n 
A

ctor Prepares	

幸
　
山

　
智

　
子

T
rans-T

em
poral	M

ixture	for	a	M
odern	R

ealistic	Intruder:	
H

ank	M
organʼs	A

daptation	to	M
edieval	Fantastic	W

orld	in	
M

ark	T
w

ainʼs	A
 Connecticut Y

ankee in K
ing A

rthurʼs Court
	

古
　
川

　
琢

　
磨

Passing	W
om

enʼs	Race	and	Sexuality:	the	Loss	of	Innocence	
and	the	V

eil	of	Perform
ance	in	N

ella	Larsenʼs	Passing
	

松
　
下

　
紗

　
耶

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
文
学

『
全
国
高
等
専
門
学
校
英
語
教
育
学
会
研
究
論
集
』
第
36
号

 

（
２
０
１
７
年
３
月
）

熊
本
高
専
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
取
組
報
告	

岩
　
下

　
い
ず
み

彙
　
報
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『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
に
取
り
組
む
学
生
へ
の
研
究
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム 

平
成

28
年
度
研
究
成
果
報
告
書
』（
２
０
１
７
年
３
月
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
読
み
解
く
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
死
生
観

	

隈
　
部

　
　
　
歩

『
英
語
圏
児
童
文
学
研
究Tinker Bell

』
第
62
号
（
２
０
１
７
年
３
月
）

珠
を
持
っ
た
乙
女
の
成
長
―George	M

acD
onald

のPhantastes

に
お

け
る
女
性
像
と
死
生
観
―	

隈
　
部

　
　
　
歩

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
文
学

『
新
た
な
る
ト
ニ
・
モ
リ
ス
ン
―
そ
の
小
説
世
界
を
拓
く
』
風
呂
本
惇
子
・

松
本
昇
・
鵜
殿
え
り
か
・
森
あ
お
い
編
、
金
星
堂
（
２
０
１
７
年
３
月
）

主
人
と
奴
隷
の
弁
証
法
か
ら
逃
れ
る
―
『
ビ
ラ
ヴ
ド
』
に
み
る
創
造
的
言

語
行
為	
小

　
林

　
朋

　
子

『
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
』
第
19
号
（
２
０
１
７
年
４
月
）

二
人
の
ロ
ー
ザ
・
コ
ー
ル
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
―
『
ア
ブ
サ
ロ
ム
、
ア
ブ
サ
ロ

ム
！
』
に
お
け
る
相
反
の
力
学	

吉
　
田

　
希

　
依

　
　
　
人
事
異
動

特
に
な
し
。

独
文
学
研
究
室

　
　
　
講
義
題
目

　
　
平
成
二
十
九
年
度
第
一
学
期

　
　
　
　
文
学
部
・
独
語
学

作
文

　A
ufsatz	

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

会
話

　D
EU

T
SCH

1	

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

演
習

　D
EU

T
SCH

2	

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

講
義

　
ド
イ
ツ
文
学
史
を
原
語
で
読
む	

武
　
田

　
准
教
授

臨
講

　
ド
イ
ツ
語
教
育
法	

（
京
都
大
学
）
河

　
崎

　
靖
教
授

　
　
　
　
文
学
部
・
独
文
学

演
習

　
ヘ
ル
タ
・
ミ
ュ
ラ
ー
研
究
（
３
）	

小
　
黒

　
教

　
授

演
習

　
ロ
マ
ン
派
の
批
評
（
１
）	

武
　
田

　
准
教
授

講
義

　
恋
愛
と
読
書	

小
　
黒

　
教

　
授

　
　
　
　
人
文
科
学
府

演
習

　Christa	W
olf	

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

演
習

　
ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
『
観
相
学
の
基
礎
』（
３
）

	

小
　
黒

　
教

　
授

演
習

　
初
期
シ
ラ
ー
と
「
全
的
人
間
」
の
思
想
（
２
）	

武
　
田

　
准
教
授

特
研

　K
olloquium

	

小
黒
教
授
・
武
田
准
教
授

文
学
研
究
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輯

162



彙

　
　報

15

　
　
平
成
二
十
九
年
度
第
二
学
期

　
　
　
　
文
学
部
・
独
語
学

会
話

　D
EU

T
SCH

1	

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

演
習

　D
EU

T
SCH

2	

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

　
　
　
　
文
学
部
・
独
文
学

講
義

　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
日
本
文
学	

小
　
黒

　
教

　
授

講
義

　
世
界
の
経
験	

武
　
田

　
准
教
授

演
習

　Einführung	Literatur	der	Rom
antik	

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

演
習

　
ヘ
ル
タ
・
ミ
ュ
ラ
ー
研
究
（
４
）	

小
　
黒

　
教

　
授

演
習

　
ロ
マ
ン
派
の
批
評
（
２
）	

武
　
田

　
准
教
授

臨
講

　
現
代
ド
イ
ツ
文
学
に
お
け
る
ク
ロ
ノ
ト
ポ
ス

	

（
早
稲
田
大
学
）
山
本
浩
司
准
教
授

臨
講

　
中
世
ド
イ
ツ
神
秘
思
想
と
現
代

	

（
慶
應
義
塾
大
学
）
香
田
芳
樹
教
授

　
　
　
　
人
文
科
学
府

演
習

　Christa	W
olf	Briefe	

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

演
習

　
W
．ベ
ン
ヤ
ミ
ン
『
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
派
に
お
け
る
芸
術
批
評
の
概

念
』
を
読
む	

武
　
田

　
准
教
授

演
習

　
ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
『
観
相
学
の
基
礎
』（
４
）

	

小
　
黒

　
教

　
授

特
研

　K
olloquium

	
	

小
黒
教
授
・
武
田
准
教
授

　
　
　
研
究
室
行
事

○
『
九
州
ド
イ
ツ
文
学
』
第
30
号
（
平
成
二
十
八
年
十
月
発
行
）

〔
論
文
〕

・
哲
学
と
い
う
実
験
―
―
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
『
超
越
論

的
哲
学
』
―
―	

武
　
田

　
利

　
勝

・
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
「
断
章
」
と
は
何
か
―
―
記
述
し
え
な
い
も
の
を
記

述
す
る
―
―	

大
　
澤

　
遼

　
可

・
四
人
の
Ｋ
―
―
名
前
に
見
る
カ
フ
カ
の
戦
略
―
―	

下
　
薗

　
り

　
さ

〔
書
評
〕

・
大
野
寿
子
著
『
カ
ラ
ー
図
説

　
グ
リ
ム
へ
の
扉
』	

安
　
徳

　
万
貴
子

〔
翻
訳
〕

・
ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
著
「
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
（
キ
リ
ス

ト
教
詩
人
）」	

小
黒
康
正
（
訳
）

○
第
2
回
国
際
コ
ロ
キ
ウ
ム
＆
E
・
ホ
ル
ン
教
授
講
演
会

	

（
平
成
二
十
九
年
二
月
十
一
日

　
於
九
州
大
学
文
学
部
）

・D
er	K

am
pf	um

	das	dritte	Reich	vor	dem
	Ersten	W

eltkrieg	
—

	D
ie	D

m
itri	M

ereschkow
ski-Rezeption	in	D

eutschland	
und	Japan	—

	
Y
asum

asa	O
GU

RO
・D

er	Begriff	der	Zukunft	bei	J.	G.	H
erder	

Y
oichiro	Shim

ada

・„K
lim

a
”	bei	Christoph	Ransm

ayr	
K
yoko	T

okunaga
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文
学
研
究

　第
百
十
四
輯

・Zukunft	als	K
atastrophe.	Zur	K

ulturgeschichte	des	
apokalyptischen	D

enkens	in	der	M
oderne	

Eva	H
orn

○
R
・
シ
ュ
ト
ッ
ク
ハ
ン
マ
ー
教
授
講
演
会

	
（
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
日

　
於
九
州
大
学
文
学
部
）

・K
osm

opolitism
us	als	Rom

an	
Robert	Stockham

m
er

○
O
・
シ
ェ
ー
ン
教
授
講
演
会

	

（
平
成
二
十
九
年
四
月
十
四
日

　
於
九
州
大
学
文
学
部
）

・
日
独
法
律
交
流
一
五
〇
年

　
日
本
の
法
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
影
響

	

オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
シ
ェ
ー
ン
（
通
訳
・
小
黒
康
正
）

○
九
州
大
学
独
文
学
会
第
三
十
一
回
研
究
発
表
会

	

（
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

　
於
九
州
大
学
文
学
部
）

・
16
世
紀
フ
ァ
ウ
ス
ト
文
学
に
お
け
る
「
契
約
」
の
根
源
を
も
と
め
て

	

金
　
山

　
正

　
道

・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
直
観
の
理
論	

―
―
感
性
・
理
性
・
意
志
か
ら
な
る
直
観
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
―
―

	

長
　
尾

　
亮
太
朗

・	

Ｅ
・
Ｔ
・
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン
『
く
る
み
割
り
人
形
と
ね
ず
み
の
王
様
』
の

物
語
構
造
に
関
す
る
一
考
察
―
―
曖
昧
な
境
界
と
溢
れ
出
る
物
語
―
―

	

池
　
田

　
奈

　
央

・
日
本
製
コ
ミ
ッ
ク
の
擬
態
語
は
ど
こ
ま
で
ド
イ
ツ
語
に
訳
せ
る
か	

―
―
動
詞
の
一
形
態	Inflektiv	

の
活
用
―
―

	

根
　
本

　
道

　
也

○
平
野
啓
一
郎
講
演
会

	

（
平
成
二
十
九
年
七
月
十
五
日

　
於
九
州
大
学
文
学
部
）

・
破
滅
と
希
望	

平
　
野

　
啓
一
郎

○
D
・
グ
リ
ュ
ー
ン
バ
イ
ン
朗
読
会

	

（
平
成
二
十
九
年
九
月
十
五
日

　
於
九
州
大
学
文
学
部
）

・
都
市
と
記
憶	

ド
ゥ
ル
ス
・
グ
リ
ュ
ー
ン
バ
イ
ン

　
　
　
人
事
異
動
（
外
国
人
教
師
）

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

　

	

マ
ル
ク
ス
・
コ
ン
ラ
ー
ト
氏
が
任
期
満
了
に
伴
い
退
任

同
年
四
月
一
日

　
マ
リ
ア
・
ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
氏
が
着
任

文
学
研
究

　
第
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仏
文
学
研
究
室

　
　
　
講
義
題
目

　
　
平
成
二
十
九
年
度
前
学
期

　
　
　
　
仏
語
学

演
習

　
フ
ラ
ン
ス
語
学
（
仏
会
話
Ⅰ
）	

ブ
　

リ
　

ケ
　
教
師

講
義

　
フ
ラ
ン
ス
語
学
講
義
Ⅰ	

〃
　
　
　
　

　
　
　
　
仏
文
学

演
習

　
20
世
紀
の
小
説
（
講
読
）	

吉
　
井

　
教

　
授

演
習

　
19
世
紀
末
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
期
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
文
学

	

〃
　
　
　
　

特
論

　
フ
ラ
ン
ス
文
学
批
評
研
究	

〃
　
　
　
　

研
究

　
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
研
究
（
１
）	

〃
　
　
　
　

演
習

　
博
士
演
習	
〃

　
　
　
　

演
習

　
フ
ラ
ン
ス
近
代
文
学
講
読	

髙
　
木

　
准
教
授

演
習

　
フ
ラ
ン
ス
文
学
講
読
（
中
級
）	

〃
　
　
　
　

特
論

　
文
学
研
究
の
方
法
論	

〃
　
　
　
　

研
究

　
文
学
研
究
の
実
践	

〃
　
　
　
　

演
習

　
博
士
演
習	

〃
　
　
　
　

特
論

　
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
詩	

ブ
　

リ
　

ケ
　
教
師

研
究

　
ゾ
ラ
と
自
然
主
義		

〃
　
　
　
　

　
　
平
成
二
十
九
年
度
後
学
期

　
　
　
　
仏
語
学

演
習

　
フ
ラ
ン
ス
語
学
（
仏
作
文
Ⅰ
）	

ブ
　

リ
　

ケ
　
教
師

演
習

　
フ
ラ
ン
ス
語
学
演
習
Ⅰ	

〃
　
　
　
　

　
　
　
　
仏
文
学

演
習

　
20
世
紀
の
小
説
（
講
読
）	

吉
　
井

　
教

　
授

演
習

　
20
世
紀
の
文
学
批
評
（
講
読
）	

〃
　
　
　
　

特
論

　
フ
ラ
ン
ス
文
学
批
評
研
究	

〃

研
究

　
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
研
究
（
２
）	

〃
　
　
　
　

演
習

　
博
士
演
習	

〃
　
　
　
　

演
習

　
フ
ラ
ン
ス
近
代
文
学
講
読	

髙
　
木

　
准
教
授

演
習

　
フ
ラ
ン
ス
文
学
講
読
（
中
級
）	

〃
　
　
　
　

特
論

　
文
学
研
究
の
方
法
論	

〃
　
　
　
　

研
究

　
文
学
研
究
の
実
践	

〃
　
　
　
　

演
習

　
博
士
演
習	

〃
　
　
　
　

特
論

　
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
研
究	

ブ
　

リ
　

ケ
　
教
師

研
究

　
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
『
ア
ル
コ
ー
ル
』	

〃
　
　
　
　

臨
講

　
フ
ラ
ン
ス
17
世
紀
演
劇
研
究
（
京
都
大
学
大
学
院
）

	

永
盛
克
也
准
教
授

臨
講

　
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
再
考
（
神
戸
大
学
大
学
院
）

	

中
畑
寛
之
准
教
授
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四
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学
会
・
研
究
室
行
事

　
　
　
　
仏
文
学
関
係

	「
ス
テ
ラ
」 

第
35
号
（
平
成
二
十
八
年
十
二
月
発
行
）

フ
ラ
ン
ス
語
非
再
帰
形
反
使
役
動
詞
の
統
語
構
造
と
意
味

	

井
　
口

　
容

　
子

国
民
文
学
か
ら
文
学
遺
産
へ
─
─
前
期
中
等
教
育
を
中
心
に
─
─

	

飯
　
田

　
伸

　
二

作
品
に
見
る
演
劇
人
モ
リ
エ
ー
ル	

久
保
田

　
麻

　
里

ス
タ
ン
ダ
リ
ス
ム
史
関
連
資
料
─
─
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ミ
テ
ィ
未
刊
書
簡
─
─	

	

髙
　
木

　
信

　
宏

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム

　
─
─
ゾ
ラ
の
『
愛
の
一
ペ
ー
ジ
』
を
め
ぐ
っ
て
─
─	

中
　
村

　
　
　
翠

サ
ン
＝
ポ
ル
＝
ル
ー
の
芸
術
論
と
演
劇
の
関
わ
り

　
─
─
イ
デ
オ
レ
ア
リ
ス
ム
登
場
の
文
脈
か
ら
─
─	
中

　
筋

　
　
　
朋

プ
ル
ー
ス
ト
と
シ
ョ
パ
ン	

和
　
田

　
章

　
男

ア
ミ
ア
ン
の
黄
金
の
聖
母
と
サ
ン
ザ
シ
の
生
け
垣

　
─
─
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
ジ
ル
ベ
ル
ト
登
場
場
面
の
生
成
─
─	

	

加
　
藤

　
靖

　
恵

プ
ル
ー
ス
ト
の
庭
園
美
学

　
─
─
「
閉
ざ
さ
れ
た
庭
」
と
「
開
か
れ
た
庭
」
の
あ
い
だ
で
─
─

	

津
　
森

　
圭

　
一

ア
ル
ベ
ル
チ
ー
ヌ
と
海
辺
の
少
女
た
ち

　
─
─
花
咲
く
乙
女
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
─
─	

松
　
原

　
陽

　
子

L’am
eublem

ent	et	la	création	artistique	dans	«	Sur	la	lecture	»	
de	Proust	

A
yano	H

IRA
M

IT
SU

Le	scandale	M
arie,	ou	un	autre	prélude	à	«	J’accuse

…	!	»
	

Y
uji	M

U
RA

K
A
M

I
O
ù	est	m

a	m
aison	?	—

	D
as	U

nheim
liche	de	Pascal	Q

uignard	
	

M
idori	O

GA
W

A
V
aléry	entre	prose	et	vers	:	D

e	«	Paradoxe	sur	l’architecte	»	
à	«	O

rphée	»	
T
eiji	T

O
RIY

A
M

A

古
典
主
義
の
理
論
家
レ
ー
モ
ン
・
ク
ノ
ー	

　
─
─
『
ヴ
ォ
ロ
ン
テ
』
誌
の
論
考
を
め
ぐ
っ
て
─
─	

久
　
保

　
昭

　
博

ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
物
語
か
ら
『
田
舎
司
祭
の
日
記
』
を
読
む

	

野
　
村

　
知
佐
子

イ
デ
ア
論
の
行
方
─
─
ド
リ
ュ
・
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
の
『
奇
妙
な
旅
』
─
─

	

松
　
尾

　
　
　
剛

デ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル
を
読
む
た
め
に	

木
　
下

　
樹

　
親

ジ
ッ
ド
と
ク
ロ
ソ
フ
ス
キ
ー	

─
─
「
生
き
た
貨
幣
」
を
め
ぐ
っ
て
─
─	

	

森
　
井

　
　
　
良

ジ
ッ
ド
に
お
け
る
「
病
」
の
価
値
転
換

　
─
─1890

年
代
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ニ
ス
ム
観
の
変
化
─
─

	

西
　
村

　
晶

　
絵

ジ
ッ
ド
作
品
に
お
け
る
登
場
人
物
た
ち
の
日
記

　
─
─
「
物
」
と
し
て
の
日
記
に
つ
い
て
─
─	

小
　
坂

　
美

　
樹

ジ
ッ
ド
と
ア
ン
ド
レ
・
カ
ラ
ス	

吉
　
井

　
亮

　
雄

文
学
研
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言
語
学
研
究
室

　
　
　
講
義
題
目

　
　
　
　
文
学
部

　
　
平
成
二
十
九
年
度
前
期

概
論

　
こ
と
ば
の
規
則
性	

久
保
智
之
・
上
山
あ
ゆ
み
・
下
地
理
則

演
習

　
日
本
語
の
機
能
語
：
コ
ー
パ
ス
調
査
と
分
析	

上
　
山

　
あ
ゆ
み

講
義

　
満
洲
語
入
門
１
／
２	

久
　
保

　
智

　
之

演
習

　
音
声
学
の
基
礎	

久
　
保

　
智

　
之

講
義

　
言
語
類
型
論	

下
　
地

　
理

　
則

実
習

　
卒
業
論
文
指
導	

各
　
　
教

　
　
員

講
義
（
集
中
）　
日
本
語
方
言
の
多
様
性
と
言
語
変
化
・
維
持

	

（
志
學
館
大
学
）
平

　
塚

　
雄

　
亮

　
　
平
成
二
十
九
年
度
後
期

講
義

　
音
声
学
実
習	

久
　
保

　
智

　
之

演
習

　
満
洲
語
入
門
２
／
２	

久
　
保

　
智

　
之

講
義

　
日
本
語
か
ら
見
る
生
成
文
法
の
世
界	

上
　
山

　
あ
ゆ
み

演
習

　
方
言
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
入
門	

下
　
地

　
理

　
則

実
習

　
卒
業
論
文
指
導	

各
　
　
教

　
　
員

講
義
（
集
中
）　
理
論
言
語
学
と
認
知
神
経
科
学
に
つ
い
て

	

太
　
田

　
真

　
理

講
義
（
集
中
）　
本
州
方
言
に
お
け
る
格
の
表
現
の
多
様
性
と
歴
史

	

（
成
城
大
学
）
竹

　
内

　
史

　
郎

　
　
　
　
人
文
科
学
府

　
　
平
成
二
十
九
年
度
前
期

特
論

　
満
洲
語
入
門
１
／
２	

久
　
保

　
智

　
之

研
究

　
音
韻
論
の
諸
問
題
１
／
２	

久
　
保

　
智

　
之

特
論

　
構
造
と
意
味	

上
　
山

　
あ
ゆ
み

研
究

　
統
語
論
の
諸
問
題	

上
　
山

　
あ
ゆ
み

特
論

　
言
語
類
型
論	

下
　
地

　
理

　
則

研
究

　
言
語
類
型
論
の
基
礎	

下
　
地

　
理

　
則	

言
語
学
研
究
法	

全
　
　
教

　
　
員

論
文
指
導	

各
　
　
教

　
　
員

博
士
演
習	

各
　
　
教

　
　
員

講
義
（
集
中
）　
日
本
語
方
言
の
多
様
性
と
言
語
変
化
・
維
持

	

（
志
學
館
大
学
）
平

　
塚

　
雄

　
亮

　
　
平
成
二
十
九
年
度
後
期

特
論

　
満
洲
語
入
門
２
／
２	

久
　
保

　
智

　
之

研
究

　
音
韻
論
の
諸
問
題
２
／
２	

久
　
保

　
智

　
之

特
論

　
構
造
と
意
味	

上
　
山

　
あ
ゆ
み

研
究

　
統
語
論
の
諸
問
題	

上
　
山

　
あ
ゆ
み

特
論

　
言
語
の
記
述	

下
　
地

　
理

　
則

彙
　
報

167



20

文
学
研
究

　第
百
十
四
輯

研
究

　
方
言
研
究
と
形
態
論	

下
　
地

　
理

　
則

言
語
学
研
究
法	

全
　
　
教

　
　
員

論
文
指
導	

各
　
　
教

　
　
員

博
士
演
習	

各
　
　
教

　
　
員

講
義
（
集
中
）　
理
論
言
語
学
と
認
知
神
経
科
学
に
つ
い
て

	

太
　
田

　
真

　
理

講
義
（
集
中
）　
本
州
方
言
に
お
け
る
格
の
表
現
の
多
様
性
と
歴
史

	

（
成
城
大
学
）
竹

　
内

　
史

　
郎

　
　
　
学
会
・
研
究
室
行
事

九
州
大
学
言
語
学
研
究
会

第
百
三
回

	

（
二
〇
一
七
年
五
月
二
十
日

　
３
０
５
演
習
室
）

「
青
森
県
津
軽
方
言
の
概
説
」	

（
東
京
大
学
大
学
院
）
大

　
槻

　
知

　
世

「
青
森
県
野
辺
地
方
言
の
音
韻
」	

（
千
葉
大
学/JSPS

）
中

　
川

　
奈
津
子

第
百
四
回	

（
二
〇
一
七
年
九
月
八
日

　
於
九
州
大
学
文
学
部
会
議
室
）

「
福
岡
市
方
言
の
ヨ
ル
の
用
法
」	

（
志
學
館
大
学
）
平

　
塚

　
雄

　
亮

文
学
研
究

　
第
百
十
五
輯
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